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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化（灯台×クルーズ）

利活用
コース

コンソーシアム名：大間埼灯台利活用コンソーシアム

対象灯台：大間埼灯台（青森県大間町）
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企画概要
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化企画概要
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事業名：日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

持続可能な事業に育てるため

運営体制、販売体制を整備

ẫ ϼи˔ЅрϽσϣπψχΣϜΰϧήϬ

Φ Ϋʺ ḧ≤πχ ϯϼГϰР

Гϰ˔ϒρӾοοΜΨʻְ֫ʾ χ

ʺО˔ЕЗ˔ẫ ρϹϱЖϜᵫ ʻ

収益事業化に向けて

PRツールや記念グッズを整備

ϼи˔ЇχмϼмϼḇϬ ΠϥθϛχPR

ᵊϞPRЂϱЕʾБ˔иϬ βϥʻ τ

Ϣμο ׃ Ϭ‰ϛϥθϛʺ Ṝ ϽА

Їσςχᵫ Ϭ“Ξʻ

コアなファンやサポーターと

のコミュニティーを形成

Ὃ τ ḧ≥ Ϭ ϦοΨϦϥЀϯσ

ТϮрϞⱧỘχᴂיּכρχ Ϭ⌠ϥθϛʺ

Дϰ˔ФσЯИЌ˔Бϯ˔Ϭם☼ʻϱрІ

ЌϽжЭϬᶨ ΰʺЀЬвИГϰ˔ϬἹ

βϥʻ

ЫϽк οπ χḢΊẁΥ Ϧϥ Ω χ ḧ≤ʻ

ζάΤϣήϣτ600Ή χ ʾ τΚϥˮ ḧ≥ ˯ψʺ ḧ≤Τϣ τˮ ϛϥϜχ˯πΚμθʻ

άχⱧỘπψʺЦГжрẫ◖χ πΰΤựξΨάρχπΦσΜρΜΞ χ σМрДϰϬẄ︣τ︡Ϥʺ

ẫ σϣπψχˮ ϳ϶АЎрϽϼи˔Ї˯Ϭ τ Φ Ϋϥʻ

ˮẫ π“ΨΤϣάζʺϛκϝϛκϝΣϜΰϧΜ˯ θσ ᾓЀрГрБϬ Ϥ ΰʺ

ⱧỘρΰοὋ׃ ΰοΜΨθϛχ ξΨϤϬ“Μʺ ḧ≤πχ ϯϼГϰРГϰ˔τӾοϥʻ



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

目標

Plan / 計画時点

̔2025 τʺ ᾓἷ ρΰοχ Φ ΫΥḁ ʻ
ְ֫ ʺ ʾ Υ Ξʻ
̔2026 Τϣʺ ᶊ σФкЯ˔ЄдрϬ“Μνν
ⱧỘϬם☼ʻ
̔2027 τψʺ РЅКІρΰοⱧỘὋ׃ ʻ

ʾӗ π῟ᴮ σ֫‚Ѐ˔ІʺϹϱЖ ρζχЫИвϯи
ᴟʺᴣᶊ σςϬ“Μʺ ḧπχ ᾓἷ ρΰοḁ ʻ
ʾО˔ЕЗ˔ρσϥ ʺ֫‚τ σẨ ᴦʺ Ϟ
Ϭ ΰʺ֫‚ Υ μθʻ
ʾPR ᵊϞБ˔иʺ῝꜠ЂϱЕΥḁ ΰʺ Υ
μθʻ

Do 実行 / 2025年2月時点の達成状況

τΚϥ ḧ≥ χ ᶨ ψʺ₈Ϙπ Ϝσΰ

σΤμθʻ ⁯ τϜʺ ϬГ˔Ыρΰθϼи˔Ѕ

рϽχ ῞ Υ σΜ ʺ σМрДϰχΚϥ

χ θσ ᶨ ЯДиχ ἄΪρΰοʺ Υᾋ

₅ϛϥʻ

ˢ ˣϼи˔ЅрϽΥⱧỘᴟπΦϦωʺЦГ

жрẫ◖Ϟ ẫ ⱧỘּיτ θσ ΥϜθϣήϦ

ϥᴦ ΥΚϥʻԐ ʺ ▀ ʺ ☼ π 

ήϦοΜϥ ḧ≤ϵзϯχⱧỘּיρНАГϰрϽΰσ

Μ ᾓἷḢΊχ ΰΜРЅКІρσϥθϛʺṌ ⱧỘ

ρχẶיּ ʺ ὀϬψΤϤϞβΜʻ

Ḽᵊʾ ʾ “ⱧỘּיρẫ ֫‚ⱧỘּיΥЀрЊ˔

ЄϯЭϬ Ϛάρπʺ ϼи˔ЇϬⱱ ᴦ σ ׃

РЅКІρΰο ήδϥάρΥᴦ ρσϤʺḢΊ

τΣΪϥ χᴣ ϬῲΨ βϥάρΥπΦϥʻ

「船でしか行けない」を逆手に ベテラン漁師の副収入に

クルーズ事業の成功モデルに 旅行事業者と漁業者とのタッグ

事業背景

4

ˮ πΰΤ“ΪσΜ˯ρΜΞМрДϰϬẄ︣τ︡μ
οʺˮ ιΤϣάζϛκϝϛκϝΣϜΰϧΜ˯ θ
σ ᾓЀрГрБϬ Ϥ βάρΥπΦϥʻᵤӽϬ
Ϥ ΨΰθЦГжрẫ◖χẫ πΰΤ ᾓπΦσ
Μ ϼи˔ЅрϽψʺ ḇΥếΨʺ θσḢΊ
ᾓЀрГрБρΰοῲΨ ẁ Υᾋ₅ϛϥʻ
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企画運営パートナー
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

1 春漁丸：クルージング漁船の運航

漁業以外の新たな収入、お客を楽しませる喜び

2 クルージングガイド

ガイド収入、お客を楽しませる喜び

3 大間崎エリアを中心とする大間町の観光事業者

訪問客数の増加、滞在時間の延長による経済効果

企画運営パートナー（Plan  / 計画時）
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化企画運営パートナー（Do 実行 / 実際どうだったか）

クルーズ船を運航するための人員体制ができたが、集客に課題

1 春漁丸

ウニ漁、コンブ漁と両立できるように、運航期間や運航時間を工夫。

通常の漁業での収入にプラスで、副収入が得られる目途がたった。

2
マニュアルに準じて、実際に乗船しガイドの予行練習を実施。

実地のイメージはついたが、参加者が少なかったため、実際のお客さんに向けた

ガイド経験は少ない。

3 大間崎エリアを中心とする大間町の観光事業者

クルーズのポスターとパンフレットを店内に設置。

大間崎からクルーズへの誘導を働きかけてもらったが、観光ピーク時を過ぎてからの

PRだったため、なかなか実際の申込には繋がらなかった。

漁業と両立させてクルーズを収益事業に

場数を踏んで、乗船客の満足度を支える

大間崎からの送客パートナーとしてwinwin な関係をつくる

7

クルージングガイド



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化企画運営パートナー（See 検証 / 得た知見、改善点など）

ẫỘρϼи˔ЇⱧỘχέỘΥᴦ σ ΥπΦΚΥϤʺⱧỘ

χ ρσϥ֫‚ẫ χ ΥᾋνΤμθάρʻ

ⱧỘϬԁ׃ τӾοοΜΨО˔ЕЗ˔Ӫ꜡ϬⱱκʺⱢᶊ︡

Ϟӗ ├ Ϝ ΰΦτ︡Ϥ ϭπΨϦθάρʻ

ӗ ΤϣϜʺ 1 π֫‚βϥχπψσΨʺ ρϹϱ

Жχ2 π βϥ Υ ϘΰΜρʺ πΦθάρʻ

ˢ ⱧỘ♪╔ ʿ1 π֫‚βϥ σІЕйІΥ Φ

ΜάρϬ μθˣ

反省点・改善案

良かったこと

ẁΥ σΤμθθϛʺ₈Є˔Їрψϕϖ τνσΥϣσΤμθʻ

ⱧỘὋ χθϛτψʺ ρϹϱЖρζϦηϦτʺΚϥ χ ˢ1 θϤ10,000

ˣΥד ϥΨϣΜτ ẁβϥ ΥΚϥʻ

ḧ≤χⱧỘּיρχ ὀϬʺΚϘϤ τ︡ϥάρΥπΦσΤμθʻWinwinχḩἰϬ ┤

ΰοΜΨʻ

ẁτϼи˔ЇϬΣββϛΰοϜϣΞθϛʺ Є˔Їрχ◐ϛτⱧỘּיΰΪχ ᾓ

ᵓϜם☼βϥʻ 8
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事業活動として
何をするのか

～価値を提供する源泉となる活動～
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事業活動その１

「灯台ウォッチングクルーズ」の運営
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業活動として何をするのか（Plan  / 計画時）

大間埼灯台のある「弁天島」を1周する
アドベンチャークルーズ事業の運営

40 χϼи˔Ї ᾓФкϽжЭʻ

ḧ≤τ βϥẫ ΤϣЦГжрẫ◖χẫ τ

Ϥ₅ϙʺᵤӽχ ϞὣΰΜᵤ χ ϦϬ ḇʺ

Τϣ τḻᶝΪʺᵔ Ϭ ΦσΥϣ ḧ≥

Ϭ360 ΩϥϤρḦ βϥʻ

乗船の記念品、おみやげ品の開発
と販売

事業活動その１：「灯台ウォッチングクルーズ」の運営

χ Ω Ϟʺ χ◘Μ

τσϥϯϱГЭʺ τϘνϩϥΣ︢Ϥσςʺ

ϷзЅЗиϽАЇϬϿАЕπΦϥʻ

小見出しを入れる
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業活動として何をするのか（Do 実行 / 実際どうだったか）

事業活動その1「灯台ウォッチングクルーズ」の運営

1
2025年8月22日～10月26日
「大間崎弁天島クルーズ」を
運営

2
乗船の記念品と

グッズを開発・販売

・8月22日～10月26日までの金土日、１日３便
大間崎から歩いて約10分のカラスノマ漁港発着、約30分のクルーズ

・定員10名
・当日の天候と運航状況（申込状況）を、公式サイトで発信
・１人あたり3000円 ※3人集まれば運航
・完全予約制、電話申込
↓↓↓

●3クルーズ8名の参加：青森県内3、神奈川4、札幌1
ὧ‚ 50̋ιμθχρʺ3 ϘϣσΪϦω֫‚ΰσΜ Υ Τδρσμθʻ
●アンケート：全員が5段階の最上位「とても満足」と回答
●津軽海峡の荒波イメージから、水しぶきがかかることをむしろ期待する方が
多かった。

＜アンケートより抜粋＞
●話も面白かったのでとても楽しめました●灯台すばらしい●島上陸が叶う時
はぜひ来たい●波のある時にまた来たい●波も風も灯台も、とてもよかった●
日常にない体験ができました

・灯台のある弁天島で採れた海藻（大間崎でしか販売していない）を記念品
として採用した。
・白黒灯台と弁天島に生息するカモメをモチーフにしたキャラクター「しろ
くろゴンベ」を開発し、クルーズのキャラとして設定。ロゴ回りやTシャツと
して展開した。
・「大間マグロ白黒灯台」を印象付ける缶バッジを販売した。
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業活動として何をするのか（See 検証 / 得た知見、改善点など）

反省点・改善案

良かったこと

ʾᴞ ϒχ ₅χС˔ϼˢΣ ˣΥᵃΧοΤϣPRϬ◐ϛθθϛʺ ẁτἂ

ΰθʻ

ʾϋρϤπϜ ΰθΜʺρΜΞ ΰΪχ Ỳ Υ ʻ

ʾ ẁχ Μ ḧ≤Τϣϼи˔Їτԏμϊϥθϛχ ΥֿפΤμθʻ ḧ≤χ

Ԑ ρχ ὀϬếϛʺˮЫϽкϬ ϓϥ˯ρЈАЕπϼи˔ЇϬ ᾓΰοϜϣ

ΞϢΞσϺарЧ˔рσςϜᾁ βϥʻ
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ЫИϯχ ψʺϼи˔Ї π ίΤϣϜ Ϭ֫ϭπ

ΨϦϥάρΥϩΤμθʻ ˢϼи˔ЇˣΥ 1 πʺν

Μπτ ḧ≤τ κṄϥρΜΞὊↄ ẉ῟ᴮΥΚϥϬ μθʻ

Ϧθ ρΜΞӪ πʺḝНАЅχϢΞσṜ ϽАЇψ

ϯϱГЭπΚϥάρΥϩΤμθʻ

ϹϱЖ Υ ᴣήϦθʻᵤʺ ʺ ʺ ρΜΞ᾿ḇϬ

αο ϩΞ ᾓФкϽжЭΥḁ ΰθρΜΞ︣ᴂΠϬ

ϥάρΥπΦθʻ
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事業活動その２

灯台ディープツアーの企画と運営
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業活動として何をするのか（Plan  / 計画時）

事業活動その２：灯台ディープツアーの企画と運営

灯台守経験者（海保OB）がガイド役になる、

灯台守ゆかりの民宿に泊まるなど、マニア心をくすぐるツアーを開催
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業活動として何をするのか（Do 実行 / 実際どうだったか）

事業活動その２ 灯台ディープツアーの企画と運営

2025年9月20日～21日

「灯台守とめぐる！

本州最北端の灯台どっぷり旅」

を実施

・「大間埼灯台」だけでなく、同じ下北半島内で人気ののぼれる灯台「尻屋
埼灯台」にも訪問できる、灯台マニアには一粒で2度おいしいツアーとして
企画
・大間、尻屋と両灯台の勤務経験のある海保OBがガイド役を買ってでてく
れて、さらに伝説の海保OBが灯台の見える場所に建てた民宿に泊まるとい
う、灯台づくしのツアー内容にした。
・地元では全く注目されることのなかったフレネルレンズの展示場所も盛り
込んだ。
・facebook の灯台グループページ「灯台 Lighthouse 」(700名以上が参加)
で告知
↓↓↓
●参加者
facebook から2名（グループ主催の辻さん：名古屋在住、神奈川在住の吉岡
さん）、ユーチューバー2名、青森テレビ3名
●悪天候時のリスクヘッジも兼ねて、2つの灯台を訪問先にしたが、2日間と
も天候に恵まれず、尻屋埼灯台にはのぼれない、大間ではクルーズできない
という最悪の結果になった。
●参加のお2人は、灯台マニアの中でも「灯台ハンター」という、なかなか
到達しずらい灯台にチャレンジする人たちだった。

＜お2人のコメント抜粋＞
「これほどの生の声を聴ける機会はなかった」
「灯台がもっと好きになった」
「灯台ファンを増やすのに役に立てたらいいなと心から思っている」
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業活動として何をするのか（See 検証 / 得た知見、改善点など）

Ϛΰϧ“ΦξϣΜ Υ Ῠ χˮ МрЌ˔˯χΣ2

ρ ᵓΞάρΥπΦθάρʻ ЫИϯχ τψ Мр

Ќ˔Υᶎםτ ∕ΰοΜοʺˮ τ ΰο τ

πΦϥ˯ḼᵊπΚϦωʺ πΦϥϘπ ḧϘπ Ϭ֫ϭπ

ΨϦϥάρΥϩΤμθʻ

ϹϱЖϬΰοΨϦθᵤ OBχ ήϭρʺ МрЌ˔χΣ

2 ʺ ϠΤϤχ ρΜΞ һτ Ϧθ θκΥνσ

Υμθάρʻˮ τ ϦϥϘπ ϧΞᵓˢᴠ ˣ˯ρΜ

Ξзϯиσ ТϮрЀЬвИГϰ˔ΥπΦθʻ

反省点・改善案

良かったこと

ϼи˔Ї ᾓσςΥπΦσΜӂ ῙⱲχ ІϾЅв˔иϬᴡОЌ˔рϜ Ϭ

ΰοΜθΥʺӂ ῙτψΌΠσΜʻ

Ῑτ₮֒ήϦϥ ᾓЮϱрχБϯ˔πψσΨʺ Ϙϥάρꜛ Ϭᶚΰϛϥ

ˮТϮрЬ˔ГϰрϽ˯χϢΞσḼᵊϬᾁ βϥʻ
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顧客ターゲットと
提供するベネフィット
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

1 下北半島を訪れる個人客（車での移動）

・小学生の子どもがいるファミリー、20～30代のカップル、30～50

代の親子

・景勝地である大間崎の訪問を考えているが、「見る」「食べる」以

外の楽しみを探している。

→親子やカップルで、手軽に、本物の海や漁船を体感する喜びや新し

い発見を共有し、旅の思い出として深く刻まれる。

2 灯台に興味関心を抱いている全国の灯台マニア

→遠くから鑑賞するしかなかった大間埼灯台を、漁船に乗ってぐるっと

1周し、近くから360度堪能することができる。

顧客ターゲットと提供するベネフィット（Plan  / 計画時）

メインターゲット

サブターゲット
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化顧客ターゲットと提供するベネフィット（Do 実行 / 実際どうだったか）

行きづらい灯台を狙う「灯台ハンター」は、弁天島に上陸したい

1
＜メイン＞
大間崎で
マグロを食べる＋○○
を求める観光客

2

【仮説】マグロを食べるだけでは物足りない

若者グループや、特に子どもの夏休み中の家族連れは、大間崎でマグロを食べ
るだけではなく、子どもも楽しめる思い出に残る何かを体験したいと思ってい
るはず。
しかし、今シーズンのPRスタートが夏休み明けだったため、アプローチでき
なかった。

灯台のある弁天島に上陸できるのが、最大の価値

・「漁船に乗る」という非日常体験の中で、灯台を愛でることができることに
は、価値があった。
・さらに、離島である弁天島に上陸して灯台に到達できることが、灯台マニア
の最大の価値であることがわかった。
・到達の記念になるものは、缶バッジやステッカーのようなささやかなグッズ
であっても、手に入れたい。
・収集欲を刺激するような仕掛けやグッズが好きである。

20

＜サブ＞

灯台愛あふれる

全国の灯台マニア



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

ТϮЬз˔ τΰΪοϯФк˔Ўβϥθϛʺ◓ς
ϜχᴨẈϙṍḧψʺ πϜ֫‚ τβϥʻ

反省点・改善案①

Ќ˔ϿАЕρΰοΜθ ЫИϯχ ˑΥם∑τϼи˔ЇϬ

ᾓΰοΨϦοʺзϯиτЌ˔ϿАЕ Υ πΦϥϢΞτσμ

θʻήϣτ χ Ϭ ΨάρΥπΦʺςϭσάρτᴣ Ϭḇα

οΜϥΤΥνΤϛθάρʻ

顧客ターゲットと提供するベネフィット（See 検証 / 得た知見、改善点など）

◓ ᾓᵓϬḼᵊΰοʺЌ˔ϿАЕτϯФк˔Ўΰο
ЦКТϰАЕϬ ϤθΜʻ

反省点・改善案②

良かったこと

χΚϥ τ βϥάρψМ˔ЖиΥ‰ΜΥʺζχ

М˔Жиχ‰ήΥϚΰϧ Φσᴣ τσϥάρΥʺϩΤμθʻ
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チャネル
～顧客に事業の価値を届ける

経路、確認する経路～

22



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化チャネル（Plan  / 計画時）

認知、興味関心の獲得

̔ЮϱрχЌ˔ϿАЕΰΪ

ʾ ḧ ḢΊẸᵓЂϱЕἿ∏ρSNS

ʺΰϜΦθБ˔зЇЭЂϱЕἿ∏ρ

SNS ʾϚν◕ḢΊӛ ʺ ☼

(Ϛν◕ ʺᴞ ᴛ ʺ ḧ )ʺ

ḧ≤ϵзϯχ ρ ḧ ḢΊ☼

πχЎжЄʺЪІЌ˔

ʾЮДϰϯϒχзз˔І

ʾϼи˔Ї Ϥ ϒχḘ ʺχ

ϖϤ

事前予約の獲得

ʾКАЕπχⱧ ЄІГЭʺ

ʾ ☼ Ὂ χⱧ

再訪の促進

ʾБϯ˔ӛ σςχDM

̔Ќ˔ϿАЕ

ʾ ϳϴУЂϱЕπχ ʺϱрІ

ЌϽжЭπχ ᵊ

ʾ Ίᵓϒχзз˔ІʺЯИЌ˔Б

ϯ˔ϒχ

ʾˮᵤρ ФкЅϴϼЕ˯ЂϱЕἿ

∏

参加時の事業価値の提供

ʾ᾽ẁχϸЮжπʺ ρρϜτṜ

╖ֲ̠SNS ‍Ϭ βϺарЧ˔

рσς

ʾϼи˔ЇϬ Ϥ Ϋϥ ἇχ

ʾϯрϾ˔Еם☼ˢ ρʺDM

μοϢΜΤχПϯзрϽˣ
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化チャネル（Do 実行 / 実際どうだったか）

灯台マニアにはリーチできたが、一般観光客には届かず

ḧ≤ϒχḢΊС˔ϼχЌϱЬрϽϬ ΰοΰϘμθθϛʺḢΊḩ ☼ πχ ΥֿפΤμθʻ

1 認知、興味関心の獲得
→事前予約

・大間町観光協会のサイト掲載とSNS発信
・大間町内、むつ市内、下風呂温泉の観光関連施設にポス
ターとパンフレットを設置
〇メディアへのリリースとクルーズ体験会の実施
・クルーズ船の発着場所周辺に、のぼり設置
・大間崎からの誘導をはかるため、レストハウスへの立看板
の設置
◎灯台マニアfacebook グループへの参加と投稿
・インスタグラムで動画発信
・公式サイトで、当日の運航状況を発信
→電話予約、インスタグラムでのDM予約

2
・漁船と灯台が入るように記念撮影
・徹底的に白黒をモチーフとした小道具や備品を準備
・アンケートの実施
・DMなどを送ってよいかの声かけ

24

参加時の事業価値の提供
再訪の促進



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

ḧ≤χԐ ʺᴞ ᴛ χ ☼ ψʺPRБ˔иχ

ϬḐὝΰοΨϦʺσΨσϥρ ϬΨϦϥσςPRτẸ

ΰοΨϦϥάρΥϩΤμθʻⱲṍϬ ήγ ΰοʺḢΊ

Ấ Τϣϼи˔Їϒχ ϬνΨϥῬ ϬΰθΜʻ

チャネル（See 検証 / 得た知見、改善点など）

ЫИϯχϙσήϭψʺˮᵤρ ФкЅϴϼЕ˯χЂϱ

ЕΤϣϜ ΰοΣϤʺ ḩ χ τψ ḇπΚϤ

ϩϤϞβΜάρΥϩΤμθʻ

ϯϼГϰУτ ⁯Ϭ μοΜϥЫИϯΥ ΞfacebookϽ

и˔ФЧ˔ЅϬЎаКиτ ϭιάρΥʺ῞Ϭ ΰθʻ

反省点・改善案

良かったこと

ʾḢΊẤ σςπχ χⱲṍϬ ϛʺḢΊС˔ϼⱲτψᶎםτ Ϭ Ξʻ

ʾḢΊⱧỘּיӟᵰχ ᾕ Ϭếᴟΰοʺ ӽΤϣϜᴂכΰοϜϣΞʻ

ʾ ᵊ ∙τ Ϭ ϦοʺϱрІЌϽжЭχЀрГрБϬ ήδϥʻם

ʾКАЕ χᾁ┤ ӡτΚΥμοΨϥϢΞσ ├Ϭρϥʻ
25
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顧客との長期的な
関係構築のために
実行できる施策
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化顧客との長期的な関係構築のために実行できる施策（Plan  / 計画時）

SNS ϱрІЌϽжЭχТ϶к˔ˢ ‍ˣϺа

рЧ˔рϬם☼ΰʺϠϥϞΤσЀЬвИ

Гϰ˔Ϭ 

リアルミーティング Дϰ˔ФБϯ˔ρ ήδοʺ τ͍ ʺ

ḧ≤το ḧ≥ ТϮрЬ˔Гϰр

ϽϬᵫ℗
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化顧客との長期的な関係構築のために実行できる施策（Do 実行 / 実際どうだったか）

1 SNS ・11月3日～25日の期間、インスタグラムをフォローしてくれた人にプレ
ゼントが当たるというキャンペーンを実施。
キャンペーン告知の投稿は2000人以上が閲覧するも、フォロー数は目標
の300人に届かず。

2 リアルミーティング

インスタグラムで、フォローキャンペーンを実施

灯台マニアが集うfacebook コミュニティーから、キーマンとなるお2人
がツアーに参加。
ガイド役の海保OBの方ともつながり、リアルな関係性ができあがった。

灯台マニア向けのモニターツアーが、リアルミーティングに

28



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

反省点・改善案

良かったこと

ϱрІЌϽжЭχ ‍ЀрГрБΥΚϘϤτ σΨʺТ϶к˔βϥιΪ

χ τ ΰΤμθʻϼи˔Ї֫‚χσΜⱲṍϜḯϛο ‍Ϭ ʺήδם

Є˔ЇрψТ϶к˔ χῲ⁮Ϭם☼βϥʻ

Т϶км˔2000 ӟ χ ⱧỘּיϒχПϯзрϽπʺ

Т϶км˔Ϭ Ϟβ☼├ˢ πχ ᵊ╖ֲʺῲ⁮χ῟

ᴮˣτνΜοϯЖНϱІϬϜϣΠθʻ

πσΪϦωᾋϣϦσΜ ὂϬʺΰμΤϤЀрГрБτ

ΰοΜΨάρΥ πΚϥρϩΤμθʻ

ЫИϯχ πϜΩϜϯϼГϰУτ Ϭ ϥˮ М

рЌ˔˯χϺ˔Ырρ ᵓΞάρΥπΦθάρʻ

МрЌ˔χ ˑρὋ σνσΥϤϬⱱνθϛχᴞ

ΥπΦΚΥμθʻ

顧客との長期的な関係構築のために実行できる施策（See 検証/ 得た知見、改善点など）
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事業に必要なリソース
～人、物、情報、許認可～

30
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人、物、情報

01



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業に必要なリソース（Plan  / 計画時）

人 Ḽᵊְ֫ФкДв˔Ђ˔ʺְ֫ʾῲ І

ЌАТʺϼи˔Ї χ֫‚ ϼʺיּ

и˔ЇⱧỘχӗ ᶧḚ ϼи˔Їʺיּ

ϹϱЖʺϼзϵϱГϰУДϰйϼЌ˔ʺ

PRẸ ʾ☼ ʾ

物 ϼи˔Їẫ ʺ ⱧᾮϬ ϘΠ

Ṱ ᴟήϦθӗ ˢ ʺ

ӡ ˣʺϼи˔Ї

ˢжϱТЅаϾАЕʺẁ ʺḛӬϸА

ОʺІЌАТЅарО˔ʺϱбШрϹϱ

ЖṐṀʺᴝốṐṀʺϷзЅЗи ẫṋˣ

οḘ ʺχϖϤʺPRБ˔иˢЎжЄʺ

ЪІЌ˔ʺPV ᵊˣʺ ϳϴУЂϱ

ЕʺϱрІЌϽжЭʺ

情報
ᵤ ֫ χᵠ ʺ ḧ≥ χ

◊ρ ʺ πχ ︢Ộ τḩβϥ

Ϟ ῎ʺ Ϟזּ τḩβϥ

ʺ χᵤ Ϟ ἹϞ Ὁ

τḩβϥ
32



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業に必要なリソース（Do 実行 / 実際どうだったか）

1 人

Å企画運営プロデューサーがクルーズ事業の安全統括管理者を兼ねること
にし、資格を取得
Å運営広報スタッフがクルーズガイドを兼ねて、実施に乗船ガイドを試行
Åクルーズ船の運航責任者を確保し、資格を取得
Å昨年度より事業に関わっているクリエイティブディレクターが、プロ
モーション業務全般を担う
Å大間町観光協会、(一社)しもきたツーリズムがSNS発信
Å大間町内の宿泊施設、大間崎の事業者がパンフレットとポスター設置
Å下風呂温泉、むつ市内の宿泊施設と観光施設が、パンフレットとポス
ター設置

2 物

3 情報

クルーズ運営とPRに必要な人員体制が揃った

クルーズ船の運航とPRを継続的に行うための物品が揃った

クルーズ事業を継続的に行うために必要な情報が揃った

33

Åクルーズ漁船確保
Å義務化された安全設備（法定無線設備、非常用位置等発信装置）設置
Åクルーズ用備品完備：ライフジャケット、客席、簡易カッパ、スタッフTシャ
ツと帽子、ガイド用機器、旗、白黒コーン
ÅPR用備品完備：立て看板、のぼり、PRツール（チラシ、ポスター、PV動画）
船上用カメラ、公式ウェブサイト、SNS（インスタグラム）、物販用商品

Å海上運送法の改正情報は、東北運輸局と青森運輸支局より取得
Å調査事業により取得済み（大間埼灯台の歴史と特徴、離島での灯台守業務
に関する情報や物語、弁天神社や弁天島に関する情報、弁天島周辺の海流
や地形や生態系に関する情報）



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業に必要なリソース（See 検証 / 得た知見、改善点など）

反省点・改善案

良かったこと

ʾ ⁷ ρԁ τ╖ֲβϥ∑ʺΣẁήϭτ τ ΪοϜϣμο

ρ ⁷ЄрϼкπΦϥ Υ◘ΜνΤσμθʻ

ʾЪІЌ˔ΥA3ЂϱЇιρ θσΤμθʻ

ӗ ├χṰ ᴟϒ ᴂβϥάρΥπΦοʺⱧỘὋ

τΰΪο χ ΥπΦθάρʻ

α ὖᵤẾπ τϼи˔Ї χ֫‚Ϭ“μοΜ

ϥⱧỘּיϬ ΰʺӗ ├ϞⱧỘְ֫τḩϩϥПр

ЕϞϯЖНϱІϬϜϣΠθάρʻ
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許認可

02



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業に必要なリソース（Plan  / 計画時）

東北運輸局

許認可

青森県自然保護課

χ֫ Ϭβϥ ‚ ṍ‚ ⱧỘ

36

⁯ ה῝ τḘ ϞχϖϤϬ βϥ∑χ



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化事業に必要なリソース（Do 実行 / 実際どうだったか）

1
東北
運輸局

事業実施するための事業申請を完了

2
青森県
自然
保護課

本事業の運航形態に合わせて、人の運送をす
る内航不定期航路事業の修正の届け出を行っ
た。

2026年4月以降、法改正後の「一般不定期航路
事業」へ移行申請を行う。

申請なし

看板の設置は見合わせ、のぼりはクルーズ船が
発着する漁港に設置したため、申請は行わな
かった。
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メディア露出
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化メディア露出

のべ9媒体

̗8Ὦ27 ˮ ᴀ ˯

̠web ᴀ

̠YAHOOЕСАϼІ

̗8Ὦ28 ГйР

ˮ χИв˔І˯

̠YAHOOЕСАϼІ

̗10Ὦ10 ˮᵤρ ФкЅϴϼЕin ᾉ˯

39

̗9Ὦ4 жЅϷ

ˮϣαβΨϵϯ˯



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化メディア露出

̗10Ὦ6 YouTube

ˮϠΦρ◦ ˯ЎарКи

40

̗8Ὦ22 ḧ ḢΊẸᵓ῝꜠ЂϱЕ

ˮ ḧϩΜςϯАФ˯
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今後について
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日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化あきらかになった課題とその解決のための施策案

₈Є˔ЇрψʺḢΊχС˔ϼϬ ΰοΰϘμθθϛʺ ḧ≤Ϙπψ οΜϥḢΊẁ

τϯФк˔ЎβϥάρΥπΦσΤμθʻ τʺЮϱрχЌ˔ϿАЕρσϤΞϥᴨẈ

ϙχ ◓ Ϧτʺϼи˔Ї Ϭ ΪϥάρΥπΦσΤμθʻ

ήϣτʺ ḧ≤χⱧỘּיϞ χ ☼ σςρχ ὀϜֿפΤμθθϛʺ ẁτν

σΫϥάρΥπΦσΤμθʻ

◎シーズン始めに事業者向けの内覧体験会を行い、クルーズ紹介キャン

ペーンをするなど連携を深め、観光オンシーズンに、確実にクルーズの

情報が行き渡るようにする。

大間ならではの体験コンテンツは完成したが
ターゲットに届いていないため、集客につながらない

課
題

施
策

◎観光系のユーチューバーを招聘したり、夏休みの親子向け体験会を行

うなど、ファミリー層や若者も楽しめるアクティビティーであることを

印象づけるPRを行う。

A.事業について

“ʺⱧỘτάιϩϥΚϘϤ׃ ḩἰּיϞЩжрГϰϯ τḩϩμοΨϦϥᴦ

χΚϥ θκϬ᷊Φ₅ϙπΦσΤμθʻ

ꜛ τ♩ϥϘπχἂΰΜṍḧϬ ΪοϜϣΞθϛχ ∙τϜʺϯФк˔Ўβϥ

ΥΚϥʻ

◎地元発信を強化して、サポーターを募ったり、口コミでおもしろさを

広めてもらう。めぼしい人に、実際にクルーズを手伝ってもらう。取組みを応援してくれる行政関係者や
ボランティア精神をもったサポーターが必要

課
題

施
策

◎下北ジオパークの中に、体験プログラムとして大間崎クルーズを組み

入れてもらう。

B.実施体制について～熱量をもった主体となる団体や個人を巻き込むこと～

Ỳ ιΪ3 ϘϦω֫‚ρΜΞ₈Є˔Їрχ֫‚ ιρʺ ◦ỡ”ΥψΤϦϥ

ϕςχ ẁψ ᾋ₅ϛσΜʻὧ‚τβϥϞΜσϞχ χЌϱЬрϽϜῬ ΰοʺ

ρτΤΨᴶ Ϭ Ϟβ Υ ʻ

◎とにかく稼働を増やす。

・休日だけではなく、夏休み期間の平日も運航日にする。

・1～2名の場合でも運航可能な料金体系にする。

・運航ダイヤを見直す

・欠航判断は、前日ではなく当日の朝に行う。

船長とガイドそれぞれに副収入があり、
運営窓口が継続できる売上を立てる

課
題

施
策 ◎クルーズ船で弁天島に上陸できる、付加価値の高い別プランを設定す

る。

C.収支について～運営費と収益を将来にわたって均衡させること～

42



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化今後の計画

観光目的で大間を訪れるお客さんは、ほぼ全員がマグロを食べます。

このクルーズがマグロと並ぶくらいの大間でのマストな体験になることを目指します。

【今後の計画】クルーズを、大間崎の定番アクティビティーにする！

ゴールは、大間に行ったら「マグロを食べて、海に出る」が定番になる日

クルーズの稼働を増やすため、運
航日とダイヤを見直します

親子体験会を開催し、ファミリー
層にアプローチします

内覧会やキャンペーンを実施し、
関係事業者との連携を強化します

灯台マニアミーティングを開催し
コアなリピーターを創ります

動画コンテンツを強化し、インス
タにコミュニティーを形成します

43



日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

事業名：日本一おもしろい灯台クルージングの開発と収益化

本事業が
目指す型

分類 自走化の方法 中心となる事業者

✓ Ⅰビジネス型

ΣϢό ☼ ϬШГиσςτ ᶨ βϥʺ

Ϙθψ

ΣϢό ӽχ ϬЀрГрБρΰο ᶨ βϥάρπʺ

ビジネスとしての収益化を達成し、自走するʻ

ḧⱧỘּי

Ⅱ非営利
収支均衡型

ẉό ☼ Ϭᶨ ΰʺ

ϱЦрЕᵫ℗ϞḢΊϹϱЖ Ϭ ΰσΥϣʺ︠ρΰοʺ

収支均衡となるような小規模の地域活性化事業を行い、

非営利団体として、自走する。

ְ Ӫ ʺ
NPO

Ⅲ自治体
補助金型

ꜛⱵ Υ︠ ρσϤʺ

θτ ӽᴿ ϞḢΊⱢᾛχԁνρΰο

ẉό ☼ Ϭӡ ξΪϥάρτϢϤʺ

自治体の予算やリソースが投入され、自走する。

ꜛⱵ

Ⅳ お祭り協賛型

τἰϥϱЦрЕϬᵫ℗βϥάρπʺ

ϬḯϚϵзϯχ θσᴣ ρ ẁʾͥͧ῟ᴮϬ ΰʺ

地元自治体や地域企業からの協賛金や、出店料、

参加者から入場料などの

イベント収益によってʺ自走する。

ϱЦрЕⱧỘּיʺ
ộ

助成金終了後、本事業は新たな灯台利活用モデル事業が定義する「自走化４分類」のうち、以下を目指します

今後の自走イメージ
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資料
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■物販用オリジナルグッズ

★缶バッジ

★オリジナルTシャツ
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■PRツール

★公式サイト

https://omasaganacco.jp/cruise/
https://www.instagram.com/shirokuro.oma/

★インスタグラム
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■PRツール

★PR動画

★のぼり

★ポスター
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■PRツール

★パンフレット
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